
令和７年度 社会福祉法人緑仙会 事業計画 

令和 6 年度は、改正障害者総合支援法が施行されたほか、仙台市においては、仙台市障

害者保健福祉計画（令和 6 年度～令和 11 年度）が施行され、令和 6 年度から 3 か年間に

取組むべき各種施策の体系が仙台市障害福祉計画及び仙台市障害児福祉計画に網羅され

ました。   

法改正は、障害者権利条約の理念に基づき、精神障害者の自己決定と社会参加をより一

層促進することを目的としており、仙台市障害者保健福祉計画の基本方針においても、「共生

社会の実現に向けた障害理解の促進と権利擁護の推進」、「地域での安定した生活を支援す

る体制の充実」、「自分らしさを発揮できる社会参加と就労の充実」等を基本方針として定め、

それぞれ施策項目と重点取組が示されたところです。                                                                

具体的には、医療・行政・民間の関係機関との連携・協働をさらに強め、精神障害者の地域

移行の推進を目指すこととしており、さらに、法改正に伴う報酬改定もあり、これらを踏まえた事

業展開が求められています。 

令和６年度は、上記の基本的方向性を踏まえ、地域関係団体との協働事業の実施、地域に

おける講座の開催、触法精神障害者の社会復帰に向けた取り組みの推進、公益的取組の実

施及び今後取り組むべき事業の検討、さらには実習生の積極的受入等とともに、増大する相

談支援事業への対応、パルいずみ、パル三居沢における利用率向上及び工賃向上、ウインディ

広瀬川における自立訓練プログラム等の充実に取組んできたところです。 

令和７年度も引き続き仙台市の指定管理業務、相談支援委託業務に取組むにあたり、これ

ら施策体系の方向性を十分に認識し、これまで以上に、関係機関や地域団体との連携を深め

ながら、事業の質の向上並びに地域における精神障害者への理解を深める取組を推進してまい

ります。 

 

【令和７年度事業における重点的取組】 

  １ 利用率向上等に向けた取組み 

① パルいずみ、パル三居沢の利用率向上に向け、きめ細かい支援とともに関係機関とも

連携しながら、利用者の皆様が通い続けるための環境づくりに努めます。 

② パルいずみ、パル三居沢の受託作業の開拓と自主製品の販路拡大等による工賃向

上を目指します。 

③ 支援プログラムの継続的見直しと充実を図ります。（ウインディ広瀬川・パルいずみ就



労移行支援） 

④ 広報ツールの活用による情報発信に取組みます。 

⑤ 多様化する利用者ニーズに対応するため、自主製品の制作を自宅で行う在宅利用に

取組みます。 

 

※第 4 次中期経営計画 令和７年度数値目標 

 ウインディ広瀬川 パルいずみ パル三居沢 

定員 ２０名 B 型 ２４名 就労移行 ６名 B 型 ２０名 

日平均利用者数 １６名 ２２名 ６名 ２０名 

工賃平均月額 ― ２７，０００円 ― ２５，０００円 

 

２ 自主財源の獲得 

① 各種教育機関からの実習生の受入（各事業所） 

精神保健福祉士、社会福祉士、看護師の養成機関から実習生を受入れ、福祉関係人

材の育成を兼ねた取組みを行います。 

② 計画相談支援（ほっとすぺーす） 

※第 4 次中期経営計画 令和７年度数値目標 100 人 

 

３ 公益的取組の推進 

① 各種教育機関からの実習生の受入（再掲） 

② 地域等における障害者理解のための取組み 

・ 地域関係団体との連携による啓発事業の実施    

・ 地域等における講座実施に向けた取組みの拡充 

 

４ 人材育成 

① 法人研修の実施 

② 専門性向上のための外部研修への参加 

③ 仙台市職員研修所プログラムへの参加 

④ 「私たちの行動基準」の取組推進 

⑤ １on1 ミーティングの推進 

⑥ 自己評価制度の実施 

 

 ５ リスクマネジメントの推進 

① 虐待防止委員会（身体拘束適正化検討委員会を兼ねる）の開催 

② 感染対策推進委員会の開催 

③ ハラスメント防止の推進 



④ 個人情報保護の徹底 

⑤ 感染症及び自然災害（地震、洪水等）等を想定した訓練の実施 

⑥ 安全対策委員会活動 

 

６ 健康経営の推進 

 ・ 定期健康診断と健康指導 

 ・ メンタルヘルスチェック及び研修の実施                      

  

７ 施設の大規模改修（令和 7 年度ウインディ広瀬川）並びに改修工事期間中の代替施設 

での取組み 

  仙台市関係部局と十分に協議しながら、必要な準備や取組みを進めます。 

  ※仮移転先については、仙台市が提示する市有施設の利用を進めており、引越しに向け

て関係機関との調整を進めます。 

  

 8 調査研究 

   改正障害者総合支援法の施行に伴い、障害福祉サービスの事業内容も大きく変化しよう

としています。今後、緑仙会が取組むべき課題等について、支援係長会議を中心に調査研

究を進めます。 

 

Ⅱ 組 織 

1 評議員会・理事会  

    定款等の重要事項を決定する評議員会、法人の業務執行の決定を行う理事会を、次の

日程により開催します。ただし、必要がある場合はその都度、それぞれ臨時会を開催します。 

評議員会 

６月 18 日(水) 

１３：３０～ 

場所未定 

 

 

理事会 

第 1 回 

日時・場所 

第 2 回 

日時・場所 

第 3 回 

日時・場所 

第 4 回 

日時・場所 

５月２９日(木) 

１５：００～ 

場所未定 

９月１７日（水） 

１５：００～ 

場所未定 

１２月１７日（水） 

１５：００～ 

場所未定 

３月２５日（水） 

１５：００～ 

場所未定 

 

２  評議員選任・解任委員会  

必要に応じて開催します。 

３  苦情解決体制 

利用者や家族の皆さんからの苦情解決のため、法人内に苦情解決責任者を置くととも



に、公正を期すため第三者委員を任命して、解決にあたります。 

 

４  虐待防止体制・虐待防止委員会（身体拘束適正化検討委員会を兼ねる） 

虐待防止に関する具体的取組について協議し実施します。 

 

５  感染対策推進委員会 

   感染症の発生に備えた研修・訓練等を、それぞれ年２回実施します。 

 

６  管理者会議等  

① 管理者会議・支援係長会議 

      着実な業務執行に資するため、それぞれ原則として月 1 回開催します。 

  ➁ 中期経営計画運営推進会議 

      中期経営計画等の進捗管理を行うことを目的に開催します。構成は、常務理事、本

部事務長、管理者及び支援係長とします。 

 ➂ 委員会 

  ア 虐待防止委員会 

    ・虐待防止に関する研修等の企画実施及び啓発 

    ・必要に応じ年１回以上開催 

  イ 感染対策推進委員会 

    ・感染症予防の取組等の協議及び啓発 

    ・年４回以上開催 

  ウ 安全対策委員会 

    ・事故防止、安全衛生その他安全管理に係る事項及び快適な職場環境づくりの検討 

・原則として毎月１回開催 

  エ 広報委員会 

       ・法人ホームページ、広報誌等法人の情報発信に係る事項の検討 

       ・利用者確保や法人周知活動に向けた広報資料の検討・作成 

       ・原則として毎月１回開催 

     

７ 組織及び職員体制  

    別紙のとおり 

 

 

 

 

 



令和７年度 自立訓練（生活訓練）・宿泊型自立訓練事業所ウインディ広瀬川事業計画 

 

Ⅰ 事業内容 

１．自立訓練（生活訓練）・宿泊型自立訓練事業 

（１） 生活訓練 

地域で自立した生活を送ることができるようになるため、利用者一人ひとりのニーズや障害特

性に合わせた生活訓練プログラムを実施する。基礎的な訓練や講座により生活基盤づくりを行

い、利用者自身の強みを引き出せるようコミュニケーション関連のプログラムや創作活動、余暇

活動等も充実させていく。 

（２） 宿泊訓練 

規則正しい生活習慣を身に付ける。 

（生活リズムの確立、服薬・金銭自己管理に向けた支援、清潔保持、余暇支援） 

（３） 地域生活への移行支援 

退所後の地域生活への移行が円滑に行えるよう支援する。 

（退所先住居の確保、必要な在宅福祉サービスの調整、生活保護等の相談・申請） 

（４） 面接相談 

日常生活上の相談に応じ、目標をもって生活訓練に取り組みながら、社会生活への意欲を高

めていけるようにする。 

（随時面接、定期面接、家族面接） 

（５） 健康管理 

利用者の健康の維持、増進を目的に行う。 

（日常的な感染症予防対策、仙台市が実施する各種健診の情報提供、体重及びバイタルチェ

ック、健康教育、食事指導、身体の基礎疾患を有する利用者への対応） 

（６） 退所者へのアフターケア 

退所者が安心して地域生活を送れるように、退所後３か月間アフターケアを行う。 

（訪問・同行サービス、電話相談、面接相談、関係機関との連絡調整） 

（７） 実習生の受入れ・指導 

福祉専門職、教員等の養成に協力するため、実習指導施設として在仙の大学、専門学校等か

ら実習生を受け入れ、指導する。 

（精神保健福祉援助実習、精神看護学実習等） 

（８） 仙台市の協議会への参加 

仙台市障害者自立支援協議会、青葉区障害者自立支援協議会及び地域移行推進連絡会等

に参加する。 

 

２． 短期入所（ショートステイ）事業 

在宅の精神障害者と同居する家族が居宅での援助等が一時的に困難になった場合又は単



身生活を営む精神障害者が休息等を希望する場合に、原則として、障害福祉サービス受給者証

に記載されている支給量の範囲内で居室、食事その他の施設機能を提供する。 

 

３． 地域移行支援事業における体験宿泊支援、地域定着支援事業における一時滞在支援 

相談支援事業所が実施する地域移行支援事業における体験的な宿泊支援、地域定着支援

事業における一時的な滞在支援について、受入機関として実施協力する。 

 

４．大規模改修及び仮移転への対応 

   予定されている施設の大規模改修とそれに伴う仮移転について、仙台市担当課及び関係事業

者と十分に協議を重ねながら対応していく。 

 

５．勤務体制 

   常勤職員：（４週を平均して週３８時間４５分） 

  日  勤       ８：３０～１７：１５ 

  遅  番      １２：１５～２１：００ 

  嘱託職員     ４週を平均して週３８時間４５分  

夜   勤      ２０：００～翌朝９：００ 

      夜勤アルバイト ２０：００～翌朝９：００ 

 

６． 会議 

≪職員会議≫ 

（１） 開催：隔週１回 

（２） 内容：利用者の状況・支援に関すること、事業所の運営に関すること、連絡事項 

≪利用判定会議≫ 

（１） 開催：利用申込があり次第随時 

  （２） 内容：新規利用申込者の利用に関すること 

≪個別支援計画策定会議≫ 

  （１） 開催：利用者の利用開始時、個別支援計画の変更時 

  （２） 内容：利用者の個別支援計画の策定 

≪中間評価会議、更新時評価会議、終了時評価会議≫ 

 （１） 開催：個別支援計画の中間経過時、利用の更新時及び終了時 

 （２） 内容：個別支援計画の中間評価、更新時評価、終了時評価 

≪ケース検討会≫ 

（１） 開催：年３回 

（２） 内容：協力医を招き、利用者支援について検討 

 



令和７年度 就労移行支援事業所 パルいずみ事業計画 

 

１．事業内容 

（１） 就労支援  

     利用者一人ひとりの状態や希望及び適性等に合わせ、就労に必要な知識や能力の向上の

ために段階的に取り組めるようプログラムを提供する。 

また、就労した利用者に関しては、職場に定着するよう定期的に連絡をとるとともに、状況に

応じて関係機関との連携を図る。 

① 就労プログラムの実施 

  【事業所内プログラム】 

   □基礎訓練 

①活動記録表作成及び振り返りによる生活習慣確立、自己理解促進 ②文字の書き取り・

漢字の読み書き ③計算問題 ④パソコン入力（ワード 12 コース・エクセル６コース・ナビゲ

ーションブック作成等） 

   □講義 就労支援シート（24 回） 

   ・ステップ１ 就労に向けた動機付け（7 回） 

   ・ステップ２ 就労に関わる法律（7 回） 

   ・ステップ３ 就労に必要なビジネスマナー（10 回）  

  【事業所外プログラム】 

    外部作業・販売会への参加・宮城県障害者職業センターでの職業評価（同行）・ハローワ

ークでの求 

職活動支援（同行）・職場見学及び実習（同行） 

  【個別プログラム】 

    履歴書作成支援・就職準備支援としての物品購入同行や手続き支援など、少人数定員の

強みを活かし、一人ひとりの障害特性や能力、課題に合わせて求職活動を行えるよう個別性

に応じた支援を提供す 

る。 

② ハローワーク仙台・宮城労働局・仙台市障害者就労支援センター・宮城県障害者職業

センターとの連携。         

・個々の希望に沿った就労の達成に向け職場見学、実習を通じ職種とのマッチングを図る。 

・企業や関係機関と連携した支援体制を作る。 

③ 就労後の職場定着支援を行う。 

・アフターケア体制を継続し、職場定着を図る。 

（２） 作業訓練（下請作業・自主製品） 

     基本的な体力と応用力を身につけ、また、作業を通してコミュニケーション能力の向上を図る。 

① 下請作業の実施、自主製品の制作、販売への参加を図る。 



  ② 個々のニーズや能力に合った作業の提供を行う。 

  ③ 作業場面で役割や他者との協力により、責任感や社会性を身に付けられるよう支援する。 

（３） 相談支援 

（４） 健康管理 

① 各区で実施する各種健診の情報を提供する。 

  ② 軽運動（ラジオ体操・ストレッチ）を実施する。 

  ③ 健康維持に向けた助言等の支援を実施する。 

④ 定期的に体重・血圧・脈を測定し、自己管理意識を高める。 

（５） 余暇支援 

     利用者間や職員との交流など事業所内全体の親睦を深めるとともに、生活のゆとり、暮らし

の幅を広げることを目的に、利用者の希望を反映させた季節の行事やレクリエーションを企画

する。 

（６） 実習生の受入れ・指導 

（７） 就労アセスメントの実施 

     就労経験がない方が就労継続支援Ｂ型の利用を希望する際に行う就労アセスメントを実施

する。 

（８） 仙台市の協議会への参加 

     仙台市障害者自立支援協議会及び区障害者自立支援協議会が実施する会議等へ参加す

る。 

（９） 利用者増に向けた PR 

    病院や区の保健福祉センター、障害者就労支援センター等を定期的に訪問し、事業所で提

供する支援やサービスの特色について周知を図ることにより、利用者の増員に向けて取り組む。 

（10） 地域における取組 

     販売会や地域イベントへの参加、職場体験実習の受入れ、地域の関係者への事業説明等に

加え、地域団体との協働による精神保健福祉に関する講座内容等の検討と実施。地域の多

職種連携の会世話人会への参加。 

  

２． 勤務体制 

   常勤職員：（週３８時間４５分）  ８：３０～１７：１５ 

    

３． 会議 

  ≪スタッフミーティング≫ 

（１） 開催：日２回（午前・午後） 

（２） 内容：①１日の予定確認 

     ②利用者の状況確認 

        ③連絡・報告事項 



        ④その他必要事項 

 ≪職員会議≫  

（１） 開催：月１回を基本とし、必要により随時開催する。 

（２） 内容：① 利用者の状況・支援に関すること。 

        ② 事業所の運営に関すること。 

        ③ 検討事項の協議 

        ④ 工賃向上に関する事項 

⑤ その他必要事項 

≪利用判定会議≫  

（１） 開催：利用申込があり次第随時 

（２） 内容：新規利用申込者の利用に関すること。 

≪個別支援計画策定会議≫ 

（１）開催：利用者の利用開始時、個別支援計画の変更時 

（２）内容：利用者の個別支援計画の策定 

≪中間評価会議、更新時評価会議、終了時評価会議≫  

（１） 開催：個別支援計画の中間経過時、利用の更新時及び終了時 

（２） 内容：個別支援計画の中間評価、更新時評価、終了時評価        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 就労継続支援 B 型事業所 パルいずみ事業計画 

 

１．事業内容 

（１） 生産活動 

従来からの受注先に加え、周辺企業等への営業を行うとともに、自主製品については、取扱

品目の見直しや品質の向上及び販路拡大に努め、工賃の向上を目指しながら、利用者にとっ

てより魅力のある生産活動となるよう取組む。 

  ① 下請作業  

・ＤＭ封入、ラベル貼り  

・生薬袋詰め  

・箱折  

 ・データ入力、集計 等  

② 自主製品制作 

  ・ビーズ製品（アクセサリー、ストラップ等） 

 ・手芸製品（アクセサリー） 

③ 施設外就労 

  ・外部事業所における補助業務 

④ 在宅利用 

  ・在宅での作業 

（２） 相談支援 

（３） 就労支援 

（４） 丁寧な支援を必要とする方や精神障害をもつ高齢者への支援 

（５） 健康管理 

① 各区で実施する各種健診の情報を提供する。 

    ② 軽運動（ラジオ体操・ストレッチ）を実施する。 

    ③ 健康維持に向けた助言等の支援を実施する。 

④ 定期的に体重・血圧・脈を測定し、自己管理意識を高める。 

（６） 余暇支援（行事・レクリエーション） 

      利用者間や職員との交流など事業所内全体の親睦を深めるとともに、生活のゆとり、暮らし

の幅を広げることを目的に、利用者の希望を反映させた季節の行事やレクリエーションを企

画する。 

（７） 実習生の受入れ・指導 

（８） 仙台市の協議会への参加 

      仙台市障害者自立支援協議会及び区障害者自立支援協議会が実施する会議等へ参加

する。 

（９） 利用者増に向けた PR 



     パルいずみの利用が、利用者個々人にとって「意味のある活動」として捉えることができるよ

う、PR すべき内容を精査検討し実施する。 

（10） 地域における取組 

      販売会や地域イベントへの参加、職場体験実習の受入れ、地域の関係者への事業説明等

に加え、地域団体との協働による精神保健福祉に関する講座内容等の検討と実施。地域の

多職種連携の会世話人会への参加。 

 

２．勤務体制 

常勤職員                  ：（週３８時間４５分）  ８：３０～１７：１５ 

定年前再任用短時間勤務職員：（週３０時間）       8：30～17：00 

 嘱託職員                  ：（週３０時間）       ８：３０～１５：３０ 

       

３．会議 

 ≪スタッフミーティング≫ 

（１） 開催：日２回（午前・午後） 

（２） 内容：① １日の予定確認 

     ② 利用者の状況確認 

        ③ 連絡・報告事項 

④  その他必要事項 

 ≪職員会議≫  

（１） 開催：月１回を基本とし、必要により随時開催する。 

（２） 内容：① 利用者の状況・支援に関すること。 

        ② 事業所の運営に関すること。 

        ③ 検討事項の協議 

        ④ 工賃向上に関する事項 

⑤その他必要事項 

≪利用判定会議≫  

（１） 開催：利用申込があり次第随時 

（２） 内容：新規利用申込者の利用に関すること。 

≪個別支援計画策定会議≫ 

（１） 開催：利用者の利用開始時、個別支援計画の変更時 

（２） 内容：利用者の個別支援計画の策定 

≪中間評価会議、更新時評価会議、終了時評価会議≫  

（１） 開催：個別支援計画の中間経過時、利用の更新時及び終了時 

（２） 内容：個別支援計画の中間評価、更新時評価、終了時評価 

 



令和 7 年度 就労継続支援Ｂ型事業所 パル三居沢事業計画 

 

１．事業内容 

（１） 生産活動 

     従来からの受注先に加え、新たな企業等への営業を行うとともに、自主製品については、新

製品の製作や品質の向上及び販路拡大に努め、工賃の向上を目指しながら、利用者にとっ

てより魅力のある生産活動となるよう取組む。 

    ① 事業所内作業 

      ・医療用コルセット組立て 

・企業広告等の封入・封緘 

・箱折り 

・通販商品の出荷作業 

・大崎八幡宮どんと祭で使用される紙垂制作など 

    ② 事業所外作業 

      ・清掃作業 

      ・除草作業  

      ・刈り草収集作業       

    ③ 自主製品制作 

      ・手芸製品（自然素材を用いたリース等） 

（２） 相談支援 

（３） 就労支援 

（４） 丁寧な支援を必要とする方や精神障害をもつ高齢者への支援 

（５） 健康管理 

① 各区で実施する各種健診の情報を提供する。 

    ② 軽運動（ラジオ体操・ストレッチ）を実施する。 

    ③ 健康維持に向けた助言等の支援を実施する。 

④ 定期的に体重・血圧・脈を測定し、自己管理意識を高める。 

（６） 余暇支援（行事・レクリエーション） 

利用者間や職員との交流など事業所内全体の親睦を深めるとともに、生活のゆとり、暮らし

の幅を広げることを目的に、利用者の希望を反映させた季節の行事やレクリエーションを企

画する。 

   （７） 実習生の受け入れ・指導 

（８） 仙台市の協議会への参加 

      仙台市障害者自立支援協議会及び区障害者自立支援協議会が実施する会議等へ参加

する。 

（９） 利用者増のための PR の強化  



     パル三居沢の利用が、利用者個々人にとって「意味のある活動」として捉えることができる

よう、PR すべき内容を精査検討し実施する。 

（10） 地域における取組 

      販売会や地域イベントへの参加、地域の関係者への事業説明等に加え、地域団体との協働

による精神保健福祉に関する講座内容等の検討と実施。 

 

２． 勤務体制 

   常勤職員：（週３８時間４５分） ８：３０～１７：１５ 

   非常勤職員：（週３０時間）   ９：００～１６：００ 

 

３． 会議 

  ≪スタッフミーティング≫ 

  （１）開催： 日２回（午前、午後） 

 （２）内容： ① １日の予定確認 

            ② 利用者の状況確認 

            ③ 連絡・報告事項 

            ④ その他必要事項 

 ≪職員会議≫ 

  （１）開催： 月１回を基本とし、必要により随時開催する。 

  （２）内容： ① 利用者の状況・支援に関すること。 

            ② 事業所の運営に関すること。 

            ③ 検討事項の協議 

            ④ 工賃向上に関する事項 

            ⑤ その他必要事項 

≪利用判定会議≫ 

（１） 開催：利用申込があり次第随時  

 （２） 内容：新規利用申込者の利用に関すること。 

 ≪個別支援計画策定会議≫ 

（１） 開催：利用者の利用開始時、個別支援計画の変更時 

 （２） 内容：利用者の個別支援計画の策定 

≪中間評価会議、更新時評価会議、終了時評価会議≫ 

 （１） 開催：個別支援計画の中間経過時、利用の更新時及び終了時 

 （２） 内容：個別支援計画の中間評価、更新時評価、終了時評価 

 

 

 



令和７年度 障害者相談支援事業所 ほっとすぺーす事業計画 

 

１.事業内容 

 障害者相談支援事業 

（１） 障害者相談支援業務 

① 福祉サービスの利用援助事業 

サービス利用に関する情報提供や助言、利用申請の援助、その他必要な保健医療サービス

等の利用援助。 

② 社会資源を活用するための支援事業 

   福祉施設等の紹介、福祉機器の利用助言、住居の紹介、生活情報の提供。 

③ 社会生活力を高めるための支援事業 

自分と障害についての理解、家族関係、人間関係、介助サービスと介助者、身だしなみ、健康

管理、家事・家庭管理、服薬管理、金銭管理、安全管理、生活情報の活用、交通・移動手段の

利用、趣味・余暇活動、人生設計等についての総合的な相談支援。 

④ 専門機関の紹介事業 

     障害者のニーズに応じた各種専門機関の紹介やそれらの機関との連携した取り組み。 

⑤ 障害者ケアマネジメントに関する事業 

     障害者ケアマネジメントの実施、区保健福祉センター等関係機関との連携による相談支援の

展開、青葉区自立支援協議会への参画と運営、指定特定相談支援事業所による計画相談支

援、指定一般相談支援事業所による地域移行支援、地域定着支援等が円滑に実施されるた

めの調整、地域づくりのための取り組み。 

⑥ 地域住民等に対する普及啓発に関する事業 

     事業所の相談支援における実践を通じて、社会資源の活用・開発、地域課題の把握。 

⑦ その他生活支援に関すること 

     公的手続き等の日常的な問題や個々人の悩み、不安、孤独感の解消を図るための相談活動

の実施。 

⑧ 障害者同士が自主的に交流できる場や地域住民との交流を図るための場を提供する事業 

フリースペースとしてのサロンの場の提供、利用者の個別相談の実施。 

 

（２） 障害者虐待の防止に係る業務 

     関係機関と連携して障害者虐待の防止に向けた支援の実施。 

 

（３） 障害を理由とする差別の解消に係る業務 

     差別に関する相談を受け付け、関係機関と連携して差別等の解消に向けた支援の実施。 

 

 



 指定特定相談支援事業 

  障害福祉サービスを利用する障害者に対し、サービス等利用計画の作成、サービス担当者会議

の開催、定期的なモニタリングの実施等により計画相談支援を行う。   

 

 指定一般相談支援事業 

（１） 地域移行支援 

精神科病院に長期で入院中の障害者への退院支援として、宿泊体験等を取り入れながら地

域移行支援を行う。 

 

（２） 地域定着支援 

長期入院の後、退院した障害者に対して、安心した地域生活を継続することができるよう地域

定着支援を行う。 

  

 指定障害児相談支援事業 

障害児通所支援を利用する障害児に対して、障害児支援利用計画を作成し、障害児が安心

して地域生活を送ることができるよう支援を行う。 

 

２.勤務体制 

常勤職員 （４週を平均して週３８時間４５分）  ８：３０～１７：１５ 

嘱託職員①（４週を平均して週３８時間４５分）  ８：３０～１７：１５ 

  ②（４週を平均して週３０時間）     ９：００～１７：１５ 

アルバイト  土曜               １０：００～１７：００ 

当事者アルバイト 火、木曜          １２：３０～１６：３０ 

 

３.会 議 

≪職員会議≫ 

（１） 開催：隔週１回   

（２） 内容： ①事業所の運営に関すること。 

            ②連絡報告事項 

            ③検討事項の協議 

 ④その他事業所運営に必要な事項 

≪個別支援会議≫ 

（１） 開催：隔週１回   

（２） 内容：①利用者の支援状況・支援方針に関すること。 

           ②計画相談支援及び地域相談支援に関すること。 

   ③ケース検討に関すること。 



  ≪ケース検討会≫ 

  （１） 開催：年４回 

  （２） 内容：顧問医参加による対応困難事例のケース検討 

 


